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iスC．E．　Furness（ファネス）教授を迎へた日

　先頃の汎太甲洋盤術會議に，米國のVassar學院からの代表者Sして，同學

院天文欝欝ファネス教授が來朝され”．教授は，東京の會の後，全議員ε共に

十一月十二日京都へ着き，ミヤコホテ

ルに入った．そして同十五日からは市

内烏丸通りのPedley氏宅に移り，爾

ほ敷日滞在せられた．

　十一月十七日，プアネス教授は，か

ねての約束により，京都大學天文毫へ

來訪せられt．尤も，女史は同十二

日の午後，全員ミ共に京都大學を公式

に訪問され，其の節，十数人の人々ミ

共に，山本教授の案内で，天文丸柄の

諸設備を参観せられkこミがあったか

ら，十七日の日には，全く自由に「新

着雑誌でもゆっくり見せて貫ひたい」

Sいふ希望であった．それで此の日天　　比叡山上のプアネス女Pt　S山本夫人
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比叡山より口置中の雨女史ミ其の他の一行

文塁に著かれて一時

間蝕りの間は，旧館

の雑誌室のストー

ヴの側で，猫り静か

に讃書せられた．

　午後四時，山本夫

入の斡旋で，南舘階

上の談話室に御茶の

會が催され，プアネ

ス女史を主賓ミし

て，山本，上田，荒木三氏，其の他七人の大學生たちε暫く雑談が交はされた．

其の中で，山本教授のすXめにより，女史は立って，米國出稜から日本に着くま
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での族面談，それから，今後，日本を立って欺洲への族行計叢なさを話された．

ジョンストンの世界地圖を指しつx，女史が語られk所によるミ，：女史は去る

六月に：脚半ニウヨウク港を出帆し，南下してパナマ蓮河を通り，メキシコの西

岸を北航し，ロスアンゲレスで一旦下船，パサデナ市の井ルソン山天文盗に約

一ケ月滞在して，主に太陽研究上の調査をせられた．それから，カリフオニア

を北上し，リク天文皇で撒日を費された後，サンフランシスコから船で，ハワ

イに渡り，更に反航海を績けて十月初め三二に着かれナこのであるミいふ．今後

は，十一月：二十七日，帥戸から乗船，上海，香港を経て，シンガポアで乗り換

へ，オランダ領のジヤブァで撒週間を費し，：更に英領印度へ韓じて，カルカタ

から内地に入り，ハイデラバド，ボンベイ，マドラスの順に旋行し，コダイカ

ナル天文皇へも，若し都合好ければ訪問．それからコロンボで乗船，エヂプト

を経，aタリアのナポリで上陸．ロマ，フaレンチエを歴訪し，後，フランス

に渡り，パリで暫く滞在，次いで高点に渡り，1927年六月二十九日には北部イ

ングランドで日食面諭の豫定だミいふ．但し，漫遊心行中なので．此の観測に

は大した器械を使はす，ごく簡軍な直覗分光器で閃光スペクトルを認る積り

だこいふ，なにぶん，此の日食は心乱時間が24－5秒Eいふ短かいものでもあ

るのだから．一日食：の後，女史は再び三三大陸へ渡って，オランダあナこりの

撒ケ所の天文肇を訪ひ，七月頃，米國へ蹄られる豫定であるεいふ．

　御茶の會は五時牟に終って，女史は案内されて，吉田山上の東洋花壇に行か．

れ，由本家の家族ε共に「ぎうなべ」のタ飯を取られナこ．（女史は1918年にも

日本へ來られ八九ク月も滞在せられナここミがあるので，日本の衣食住について

は一通り以上の通である一ミいふのが，女史の御自慢であるεの噂であ

る．）

　　　　　　　　　　新城博士の渡支

第三回米太洋會議重要なる役目の重荷をおろされた，新城新製博士ば，今度東方丈化．

事業の日本側委員Sしk，十二月二日帥戸出帆長崎丸［：て上海に向にれ才こ．そして．

論議後口地方の覗察な終えられて十二月二十日館醸せられアこ・


